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(9).北畠親房"(ミネルヴァ書房､二cc九年)第回章第回節｡(1 o)｢国家雪会雑誌｣七九号五･六巻(一九六六年五月)､L‥頁｡(〓)『中世の天皇観]　二己頁｡(1 2)『建武中輿と国民精神』(教育科挙社､一九回二年)　二六九頁｡(同)二中世の天皇観い‥六･‥LH｡(I ｣)J日本古典文章大系〔 "一(底本は覚.本系)､　三二百｡(I 5)『増補改訂　国史大系』第三.巻､二五二貢｡(1 6)｢続群書類従山駅家郁第二L燭上､二〇二頁｡(1 7)以上､]辞書解題』第十八ト(六二頁､大森順執筆)より.(順)平出俊春によれば､｢柏里血統記｢　は仏教記事を中心に､
二箇所の出典をLU仏祖統紀』　に求めているという　(｢神官
正統記の基礎的研究』　〔雄山閣出版へ.力士九年〕第回編第
一軍｢神宮正統記と仏祖統記｣)｡
(用)山田孝雄i抑皇正統記述義』(民友社､.九‥言草)､冨井
義雄『建武中興と国民精神_(教育科学社､.九四二年)第二章第一''節｢相生止統語｣､福井康順｢柵皇正統記の雁戌と儒仏二教｣　([福井席順著作集』第｣ハ巻所収｡初出｢神宮正統記の成立問題｣　〔『東洋史会紀要_五､〝九円巳年回目〕)､平田俊春前掲書などによって指摘されてきた｡
(20)十大正新修大蔵経=第四九巻史伝部∵三九九頁a｡(2 -)村上天皇条､　三五頁｡(男山)F日本古典文字大系=八六､一円‥責｡(2)｢一恵管抄』と『神｡T止統計』｣　(古川哲史･石田.良編)日
本思想史講座　第三巻　中世の思想2H離山闇､一九L六年｡のち〒煙管抄の研究｢一〔ぺりかん社､二〇〇〇年〕　に再録)｡
(柄)｢神皇止統語の基礎的研究_(雄山閥､.九巳八年)､五九円頁｡(25)鮮明天皇条､九六頁｡(26)仲良天皇条､LL頁｡(2 7)戚克和･十年校訂｢説文酪字新刊=(中華書出､二〇-C∴乍)､
五∴人員｡
(28)申文出版社販｢十三経注疏附校勘記]　三一九二八頁｡秋宮
山冠｢大行人｣における本文｢世相訓也｣についての鄭玄注｡
(20)　i国史大辞典｣(吉川弘文館､.九L九-九巳年)　｢元元葉上
の頂､当用俊春執筆｡
(捕)なお十神道大系　論説縞十八　北畠親房(上)-(神道大系
編纂会､一九九､年)　でも｣几元集｣は翻刻されており､｢神皇紹連続｣　の成木は同じく頁親木である｡ただし神皇系図
(二五頁)において､｢飲助｣の両脇に付された｢忍坂大兄皇子｣｢孫｣　の誌は誤植であり､底本では　｢鮮明｣　に付されている記であることを指摘しておく｡
(〓)平田前掲書第一六川第一章第-"節｢元元集の諸本の系統と
その原型｣　(初出､平田俊春=元元集の研究し　〔山.書房､"九四四年〕)0
(32)　相室正統話の基礎的研究　校本元元集｢.∵五頁｡(33)仲衰天皇条､LL頁｡(柄)白山妻建治『柏里正統記論考』　(吉川弘文館､.九八一年)
二〇五頁(初出､｢成城文芸｣六L号､"九L川中)｡
(柄)光孝大望条､一二回頁｡(割)光孝夫白上条､｢‥冗員｡(侶)例えば､後醍醐天皇は父･後宇多院から明権に譲位された
わけではないが　｢第四十九世｣が比定されへ　｢第回上田世｣の後鳥羽院は平家によって三種の神器が西国へ持ち去られた中で即位した｡
(割)｢継承の論調　-　南朝と北訓｣　(浩波講座　i天皇と主権を考
える　第二巻､岩波書庫､　六日°二年)
三甲｢神自主止統記と仏祖統記｣)｡
(_ o)山田孝雄｢紳皇正統記述義』(民友社､.九‥∴年)､冨井
義雄『建武中興と国民精神~(教育科学社､.九四二年)節‥章第一∴即｢神皇止統記｣､福井康順｢神皇正統記の彬戌と儒仏二教｣　(｢福井康順著作集』第六巻所収｡初出｢神宮正統記の成立問題｣　〔『東洋史会紀要　五､一九円巳年囲月〕)､平田俊春前地雷などによって指摘されてきた｡
(20)｢大正新修大蔵経_第四九巻史伝部一､三九九頁a｡(2 -)村上天皇条､　三五頁｡(男])日本古典文章大系(八六､一円‥頁｡(柄)∃累管抄=と当神皇止統計nL　(占用皆史･石田.良編J日
本思想史講座　第三巻　中世の思想2H離山聞､一九L六年｡のち司煙管抄の研究-一〔ぺりかん社､二〇〇〇年〕　に再録)｡
(〓)｢禍害止総記の基礎的研究=(離山閥､-九己八年)､五九四頁｡(25)鮮明天皇条､九六頁｡(26)仲良天皇条､LL頁∪(2 7)戚克和･十年校訂｢説文酪字新訂i　(中華善用､二〇〇∴牢)､
五二八頁｡
(28)申文出版社販｢｢二経注疏附校勘記｣　二､一九二八頁｡秋宮
山冠｢大行人｣における本文｢世相朝出｣についての鄭玄注｡
(20)　国史大辞典｣(吉川弘文館､.九L九～九巳年)　｢元元集｣
の頑へ　当用俊春執筆｡
(捕)なお十神道大系　論説紙上八　北畠親房(上)』　(神道大系
編纂会､一九九一年)　でも　｢元元集｢は翻刻されており､｢相克紹運崩し　の成木は同じく貢親木である｡ただし神皇系図
(二五員)において'｢欽明｣の両脇に付された｢忍坂大兄皇子｣｢孫｣　の記は誤植であり､底本では｢鮮明｣　に付されている記であることを指摘しておく.
(〓)平田前掲吾第一.第第一章第二節｢元元集の諸本の系統と
その原型｣　(初出､平田儀容｣几元集の研究｣　〔山一書房､"九四四年〕)｡
(32)『神皇正統記の基確的研究　校本元一元集]､∴五貝｡(33)仲衰天皇条､LL頁｡(〓)吾妻建治(相室止統証論孝』　(吉川弘文館､.九八一年)
二〇五日(初山､｢成城文芸｣六L号､.九L旧年)∪
(需)光孝大日上条､一二回頁｡(捕)光孝夫白上条､｢‥五百｡(侶)例えば､後醍醐天皇は父･後手多院から明鵬に譲位された
わけではないが｢第四卜九世｣　が比定され､｢第四上田世｣の後鳥羽院は半家によって三種の神糧が相国へ持ち去られた中で即位した｡
(問)｢継承の論理　-　南朝と北朝｣　(若波講擁『天皇と主権を考
える　第二巻､岩波書店､二〇〇二年)
